
彩の国埼玉環境大賞は、埼玉県、㈱テレビ埼玉、埼玉県地球温暖
化防止活動推進センターが共催し、環境保全や環境学習などに取り
組む個人や団体、環境に関する社会貢献活動などを行う企業を表彰
しています。
令和元年度は40組の応募に対し、審査会による審査の結果、大賞
1組、優秀賞９組、奨励賞５組、計15組の受賞を決定しました。

大賞　さいたま市みどり愛護会
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特集１　さまざまな環境保全活動の展開特集１　さまざまな環境保全活動の展開

２　埼玉県の取組
埼玉県では、さまざまな施設や講師から環境について学ぶことができます。

（1）施設で学ぶ

●CESS２０周年・展示館「彩かんかん」リニューアル

環境科学国際センター（CESS:Center for Environmental 
Sience in Saitama）は令和２年４月に設立20周年を迎えま
した。設立20周年を迎えるにあたり、大規模改修工事を経て
パワーアップした（埼玉県環境科学国際センター）展示館「彩
(さい)かんかん」が、リニューアルオープンしました。
「彩かんかん」は、明るいひびきで、環境学習を皆さまに

より身近に、より親しみを持っていただけるよう、公募によ
る約1,000件の候補の中から決定した新たな愛称です。

１　リニューアルの目玉（彩かんかんドーム）
「彩かんかん」の入り口から見える、展示館のシンボルともなっている巨大なドームが「彩かんかんドーム」です。

ドームでは、直径12メートルの視界を覆いつくすほど大きなスクリーンで、グローバルな環境問題を考える「地球
環境編」と、身近な生き物の暮らしを体験して環境に親しみを感じる「生物環境編」の２種類の映像を楽しむこと
ができます。

こんなことも学べますこんなことも学べます
暮らしに欠かせないプラスチック。便利な生活の影で、プラスチックは地

球にどんな影響を与えているのでしょうか。その影響や、私たちができるこ
とは何かを体験できるコーナーです。展示されているマイクロプラスチック
は、当センター研究員が東京湾で採取してきたものです。

地球規模の環境問題だけでなく、私たちの身近な地域の環境も考えてみま
せんか。「埼玉の大気環境」や「埼玉の水環境」のコーナーでは、残してい
きたい川の風景や、私たちの活動がどう環境に影響を与えるのかが分かるパ
ネルを展示しています。また、環境に関する県の取組を映像で紹介するコー
ナーも新設しました。
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特集１　さまざまな環境保全活動の展開特集１　さまざまな環境保全活動の展開

（２）講師から学ぶ

●環境アドバイザー
豊富な知識や経験を有し、地域での環境保全活動や環境学習等に対して指導及び助言を行う方を「環境アドバイ

ザー」として登録し、紹介しています。令和２年10月１日現在約150人のアドバイザーが、様々な分野の環境学習
の講師として活躍しています。（令和元年度までの環境アドバイザー、環境教育アシスタント、川の国アドバイザー
を令和２年度から「環境アドバイザー」に統合しました。）

【活動実例】
川口市内の小学校に隣接する森で、

２年生の生活科の授業「小さななかま
たち」（自然とふれあい、生き物観察
をする）を行いました。　
初めに斜面林の仕組みや貴重種を紹

介し、その後は個人で自由に虫やザリ
ガニを取ったり、植物を採取したりし
ました。めずらしい虫や植物を見つけ
ると、環境アドバイザーに質問し、様々
な生き物について知ることができまし
た。バッタ、チョウ、ザリガニ、植物
など、本物に触れることで、子供たち
は生き生きと活動していました。

●ほかにもある環境学習の支援
　・環境学習応援隊　　　・地球温暖化防止活動推進員
　・食品ロス専門家派遣　・県職員による出前講座　　など　　　
「自然を守るにはどうしたらいいの？」「そもそも環境問題ってどんなものがあるの？」
など、身近な環境に興味を持つことが大切です。上記の講師などと一緒に環境問題や環境
保全について学んでみましょう。

小学生を対象にした環境学習の様子

詳細はホームページから
御確認ください。

彩の国環境大学彩の国環境大学
彩の国環境大学とは、県民の皆さまが人間
の活動と環境の関わりについて理解を深め、
環境に配慮したライフスタイルや社会経済シ
ステムを確立していくための学習の場です。
併せて、循環型社会の構築に向けて地域で環
境保全活動や環境学習活動を行うリーダーを
育成することを目的としています。これまで
に1,818人の方が修了し、地域の様々な活動
に関わっています。

彩の国環境大学実践課程（生態園での自然観察）
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特集２　埼玉県地球温暖化対策実行計画（第２期）の概要特集２　埼玉県地球温暖化対策実行計画（第２期）の概要

埼玉県内の温室効果ガス排出量は減少傾向にありますが、温室効果ガスのうち、フロン類の一種である
ハイドロフルオロカーボン（HFC）は、冷媒における使用量の増加に伴い、排出量が年々増加しています。
ここでは地球温暖化対策のうち、フロン類の排出抑制について紹介します。

（１）フロン類と地球温暖化問題
フロン類は、フッ素と炭素などでできた化合物の総称で、不燃性、化学的に安定、人体に毒性が小さい
などの特徴を有しています。そのため、エ
アコンや冷蔵庫の冷媒をはじめ、断熱材の
発泡剤など、私たちの身の回りの様々な用
途に活用されています。
一方、フロン類は二酸化炭素よりも強力
な温室効果ガスであり、大気中に放出され
ると地球温暖化の原因となります（図２）。
フロン類の排出を抑制することは地球温
暖化防止対策として非常に重要です。

（２）フロン類の排出抑制対策の全体像
フロン類の大気中への排出抑制のため様々な法律が制定されています（図３）。
フロン排出抑制法はフロン類の製造から廃棄までの包括的な対策を定めています。特に業務用冷凍空調
機器を定期点検する、機器の廃棄時にはフロン類を回収するように義務付けるなど使用者の責務を規定し
ています。
そのほか、オゾン層保護法ではフロン類の製造及び輸入規制措置を、自動車リサイクル法ではカーエアコン

のフロン類の回収を、家電リサイクル法では家庭用のエアコンや冷蔵庫のフロン類の回収を規定しています。

図３　フロン類の排出抑制対策の全体像　　　出典：環境省説明会資料から埼玉県作成

（３）フロン類を取り巻く現状と県の取組
業務用冷凍空調機器の廃棄時におけるフロン類の回収率は、４割程度と低迷しています。
地球温暖化防止対策として、フロン類の回収を徹底し、大気中への排出を抑制することが喫緊の課題と
なっています。
県では、フロン排出抑制法に基づき、業務用冷凍空調機器の管理者、第一種フロン類充填回収業者、解
体工事業者及びリサイクル業者等に対して、フロン類の漏えい防止や機器廃棄時の適切な回収・処理に関
する指導を行い、フロン類の排出を抑制しています。

フロン類の排出抑制対策についてフロン類の排出抑制対策について

図２　フロン類の地球温暖化係数

※R32等はフロンの名称です。
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